
議案第１号

1 

■平成31年度スポーツ振興基本計画 事業計画について

実施事業概要一覧 ※基本計画事業の位置づけ：太枠網掛部＝重点事業、太枠のみ＝基礎的事業《課題》

目標 施策 事業 30年度 31年度 32年度 33年度
2 （1） 1
2 （1） 2
2 （2） 2
2 （2） 4
5 （2） 1

2 市民プール管理運営事業
市民のスポーツ振興と体力づくりの推進を図るとともに、市民生活の向上のため、
子どもから大人まで泳げる憩いの場として利用できる総合プールを提供します。

2 （1） 1 スポーツ課 61,151 59,290 (59,200) (59,200)

3 運動広場管理運営事業
市内に運動・スポーツ広場が不足している現状を踏まえ、地域空間の利用、活用の
観点から地域で運動の出来る場を提供することにより、地域住民も含めたスポーツ
活動の場とするとともに、青少年、一般市民のスポーツ推進に寄与します。

2 （1） 2 スポーツ課 15,506 14,407 14,400 14,400

4 市民キャンプ場管理運営事業
自然の中での様々な体験、運動ができる野外活動施設であり、キャンプ、レクリ
エーションなどの活動を行う施設を提供します。

2 （1） 1 スポーツ課 3,149 3,209 3,200 3,200

5 北市川運動公園管理運営事業
市民の健康維持と地域スポーツ活動の発展のために、身近でスポーツを楽しめる施
設を提供します。

2 （1） 1 スポーツ課 16,448 15,624 15,600 15,600

6 スポーツ推進団体補助金交付事業
少年野球・女子フットベースボールを通して、青少年の健全育成及び、それらを推
進する団体を支援することでスポーツの推進を図ります。

3 （2） 2 スポーツ課 760 760 760 760
○市川市少年野球連盟活動費補助金　630千円
○市川市女子フットベースボール活動費補助金　130千円

2 （2） 2
6 （2） 3
2 （1） 1
3 （2） 3
6 （2） 3

9 国府台公園再整備事業
国府台公園における公園及びスポーツ施設としての機能改善、課題解消を図り、ス
ポーツに親しむ施設を提供します。

2 （1） 1 スポーツ課 100,000 110,000 未定 未定
○国府台公園再整備基本設計に基づく施設整備
（テニスコート整備・野球場設計・解体）

10 北東部スポーツ施設整備事業
市民プール周辺地について、老朽化への対応や多目的な活用・幅広いニーズに応え
る施設として、再整備を行い、市民の体力や健康づくり、小中学校の授業への活用
を図ります。

2 （1） 1 スポーツ課 7,386 15,545 未定 未定
○北東部スポーツタウン基本構想に基づく施設整備
（市民プール再整備に向けた調査・事業検討等の業務）

1 （1） 2
1 （2） 1
1 （2） 2
1 （2） 3
1 （3） 1
1 （1） 2
1 （2） 1
3 （2） 2
6 （2） 1
6 （2） 4
1 （1） 2
1 （2） 1
1 （4） 1
2 （2） 5
4 （1） 3
1 （4） 1
2 （2） 3
2 （2） 6
5 （2） 2
1 （2） 2
1 （2） 3

6 （1） 1

6 （2） 1

○スポーツ施設の管理・運営
○管理運営方法等の見直しや改善
　・施設受付や利用方法（受付窓口でのLINE Pay導入）
　・施設予約の拡充
　・公民連携の検討（市民プールの民活導入）
　・公民連携の計画
○老朽化施設・設備の環境整備・機能向上
○東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会のキャンプ地誘
致に向けた施設整備
○国府台基本設計や北東部基本構想に基づく施設方針の設定
〇国府台テニスコートの供用再開（7月予定）

1 スポーツ施設管理運営事業
市民の健康維持と地域スポーツ活動の発展のために、身近でスポーツを楽しめる施
設を提供します。また、施設の環境整備や機能向上に取り組むとともに、管理・運
営方法等を必要に応じて見直し、利用満足度を高め、利用状況の向上を図ります。

スポーツ課

No. 実施事業・業務 事業概要
基本計画事業位置づけ

所管課

160,748 170,542 170,000 170,000

平成31年度の取り組み内容の概要・ポイント

11 スポーツ推進事業
各種イベント及びスポーツ教室を公益団体（市川市体育協会や総合型地域スポーツ
クラブなど）と協力して開催します。

スポーツ課

8 スポーツ施設整備改修事業
スポーツ施設の機能改善による「安全・安心」な施設を提供するとともに、スポー
ツ拠点施設の再整備・充実による競技力向上及びスポーツ機会の創出を図ります。

スポーツ課

7 スポーツ施設等備品購入事業 スポーツ拠点施設に、より充実した運動用具を提供します。 スポーツ課

14 市民スポーツ振興事業
市民が各種スポーツや軽スポーツ、レクリエーションの体験を通じて、健康保持、
増進意欲及び活動意識の向上を図り、スポーツ実施率の向上を図ります。

スポーツ課

13 スポーツ推進委員活動事業
地域住民のニーズを踏まえたスポーツ教室を各地区で実施するとともに、スポーツ
推進のためのコーディネーター及び推進役として活動を行います。

スポーツ課

12 体育協会補助金交付事業
本市におけるスポーツ団体を統轄し、これを代表する団体である体育協会として県
民体育大会・市民体育大会などを通じて、競技力の向上や市民のスポーツ振興を図
ります。

スポーツ課

15 健康スポーツ教室事業 市民の健康づくりやスポーツに親しむ機会を提供するため各種健康スポーツ教室を
実施します。

スポーツ課

16 スポーツ大会等派遣参加費用補助金
スポーツ振興を目的に市民等を対象に、関東大会や全国大会への出場（派遣）や国
際交流を目的とした大会等に派遣する費用の一部を助成することで、競技力の向上
及びスポーツ振興の推進を図ります。

5,000 5,000 5,000 5,000

事業費（見込み）　単位：千円

85,000 242,000 20,000 40,000

6,308 6,308 7,300 8,300

スポーツ課

2,000

9,000 9,000 9,000 9,000

4,267 3,994 4,000 4,000

○スポーツ施設の管理運営用備品の購入
○熱中症対策用備品の購入（ウォータークーラー、扇風機）
○体育館の施設・設備の改修
・国府台外壁・屋上防水
・塩浜非常用蓄電池及び整流器

○新規スポーツイベント・教室（多世代・障害者等）の実施
○健康スポーツ教室の拡充（総合型地域スポーツクラブとの連携）
○健康指導の相談体制・関連部署との連携
○イベント及び教室の運営費や事業費の負担

○体育協会事業費に対する補助

3,470 3,470 3,470 3,470

○市内13地区による軽スポーツ教室の実施
○研修会等への参加
○市主催事業への協力

○市主催事業（イベント・教室）の実施
○障害者スポーツ推進・関係課との連携
　・パラリンピックに向けた取組（イベント・講演会等）

○健康スポーツ教室の拡充

○スポーツ大会派遣参加費用の補助
○青少年スポーツ国際交流事業のあり方の検討と見直し・調整

1,264 1,161 2,200 2,200

1,128 1,128 2,000



議案第１号

2 

実施事業概要一覧 ※基本計画事業の位置づけ：太枠網掛部＝重点事業、太枠のみ＝基礎的事業《課題》

目標 施策 事業 30年度 31年度 32年度 33年度
No. 実施事業・業務 事業概要

基本計画事業位置づけ
所管課 平成31年度の取り組み内容の概要・ポイント

事業費（見込み）　単位：千円

2 （2） 5
3 （1） 1
3 （1） 2
3 （1） 3
3 （2） 1
4 （1） 2
4 （1） 4
4 （1） 5

18 夢の教室関連事業
市川市の持続的な発展の基盤となる次世代の子どもたちに対して、トップアスリー
トと触れ合う機会を提供します。

1 （3） 1 スポーツ課 8,768 9,802 6,700 6,700 ○夢の教室の実施

1 （1） 2

2 （2） 3

4 （1） 5

2 （2） 3
3 （2） 4
4 （1） 1
4 （1） 2
4 （1） 3
6 （2） 2
1 （1） 1
3 （2） 3
4 （1） 1
5 （1） 1
5 （2） 1
6 （2） 4

2 （2） 1

3 （2） 3

23 公園施設維持管理事業
公園利用者の安全を確保するとともに、快適性の向上及び魅力ある公園を適切に維
持管理することを目的に、公園施設・遊器具・スポーツ施設等の修繕、これら施設
の管理委託、公園用地を賃借するもの。

2 （2） 4 公園緑地課 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000
○公園の安全性・快適性の向上
○魅力ある公園として適切な維持管理を実施

24
介護予防普及啓発事業
（介護予防いきいき健康教室）

市内在住の自立した65歳以上の方を対象に、介護予防等を目的とした高齢者のため
の体操教室を開催し、介護予防の重要性の普及啓発を行う。
体操教室は参加者の体力レベルに合わせ、2コースで開催。
・通常のコース：はつらつコース　　・低体力者向けのコース：ゆったりコース

1 （2） 3 地域支えあい課 27,449 25,696 未定 未定
○介護予防いきいき健康教室
・筋力トレーニング、ストレッチ、認知症予防トレーニング　など
・介護予防に関する知識の普及啓発

25 生活習慣改善講座

新たな国民病と言われている慢性腎臓病について、生活習慣を振り返り、予防につ
いて学ぶ。運動実技では、ウォーキングの効果について学び、実践することで自ら
の健康管理に役立てる。

2 （2） 4 健康支援課 28 92 92 92

○生活習慣改善講座（運動実技編）
・いちかわ歩こう会講義：効果的なウォーキング方法と正しい
フォームについて
・実技：室内にて歩き方指導、屋外にて60分程度ウォーキングを実
施
・医師・管理栄養士・保健師講話

26 部活動等地域指導者協力事業
市立小・中・義務教育学校の部活動及び部活動に準じたクラブの振興や、児童生徒
の活動欲求に応えるため、専門的な指導力を備えた指導者を必要とする学校に対
し、地域指導者の指導を仰ぎます。

3 （2） 4 保健体育課 1,784 1,784 1,784 1,784
○指導者の登録
○講習会の実施

全25事業 関連課含む 1,533,416 1,731,119 1,357,011 1,359,853

全20事業（スポーツ課事業のみ） スポーツ課 495,991 695,780 347,368 350,210

22 学校施設開放事業

21 スポーツに関連する情報提供業務 スポーツ課

20 スポーツ指導者育成事業

スポーツ振興と競技力向上及び、生涯スポーツ社会の実現を目指し、指導活動の促
進と指導体制を確立するため、市川市公認スポーツ指導者養成講習会を開催し、指
導者を養成します。

スポーツ課

19 オリンピック・パラリンピック関連事業

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機とし、大会終了後
も市の発展につながるなどの効果が期待される事業について、取組の目標・方針に
基づき実施する事業のうち、スポーツへの興味関心の向上、機運の醸成を図るもの
です。

スポーツ課

17 総合型地域スポーツクラブ育成事業

市民が各種スポーツやレクリエーションを通じ、健康の保持・増進意欲の向上及
び、スポーツ実施率の向上や地域の活性化を図ります。また、市内に4つ目のクラブ
設立に向けて検討を進めます。
（総合型地域スポーツクラブ）・市川スポーツガーデン国府台（ＩＳＧ国府台）
・市川スポーツガーデン塩浜（ＩＳＧ塩浜）・北市川スポーツクラブ（ＮＩＳＣ） スポーツ課

学校教育法第１３７条、社会教育法第４４条第１項及びスポーツ基本法 第１３条第
１項の規定に基づき、市民のスポーツ及び文化活動の振興を図ることを目的とし
て、学校教育上支障のない範囲で学校施設を開放している。
学校施設開放のより効率的な運営を目指し、運営方法や管理体制の検討を行い、ま
たサタデースポーツ教室、コミュニティクラブ事業の総合型地域スポーツクラブな
どの組織や事業との連携を図る。

学校地域連携推進課

スポーツに関連する施設情報、各種教室やイベント、関連団体や関連部署等の情報
を集約し、充実したwebページの作成を進めます。また、市民参加型のイベント等
においては、イベントポータルサイトやチラシ・ポスターの作成など、効果的な情
報提供を行い、参加機会の創出を図ります。

- - - -

358 18,458 18,458 300

1,720 1,522 1,520 1,520

4,560 4,560

○指導者養成講習会の実施
○新規資格の位置づけ（検討・実施・見直し・拡充）
○新規カリキュラムの導入（検討・実施・見直し・拡充）
○指導者増加・資質向上に向けた取組
○資格取得者の活躍の場の拡充・関係各課・事業との連携

○イベント情報の周知
○教室・講習会情報の周知
○関連団体・活動の周知
○施設情報・利用案内の更新

○学校施設開放の実施
　・市立各小・中学校・義務教育・特別支援学校　全55校
　・年末年始を除く学校教育上支障のない日

全66事業
（再掲含む）

全60事業
（再掲含む）

○北市川スポーツクラブ（NISC）の運営支援
○市川スポーツガーデン（ISG）国府台・塩浜の支援
○クラブ間での連携強化（イベント実施等の検討・調整）
○新規クラブ設立
○活躍の場・市事業との連携強化
○ボランティアスタッフの活用検討（オリパラ）

〇「する」「みる」「ささえる」スポーツ体験の実施
〇いちかわスポーツフェスタの開催
〇市川市スポーツキャンプ誘致等実行委員会（事前キャンプ等）
〇地域活性化推進首長連合（経済界との連携）

8,164 7,767 7,767 7,767

4,560 4,560



議案第１号

3

■平成31年度事業計画の実施事業について（個別）

・実施内容
等

①スポーツ・健康づくりの促進
・スポーツキャンプ誘致に関連した体験会の実施
・「する」「みる」「ささえる」スポーツ体験の実施
・いちかわスポーツフェスタの実施

②こどもの体験活動の充実
・スポーツキャンプ誘致種目の選手等による学校訪問
・夢の教室の実施（夢の教室関連事業）

③文化活動の促進と市の情報発信
・スポーツキャンプの誘致（新体操ブルガリア代表市川市訪問・ゴールボール日本男子代表強化合宿）

④国際交流や市民活動の活性化
・スポーツキャンプの誘致に伴う市民ボランティアの募集

課題 ・各事業の市民への周知
・より多くの参加者を確保すること

取組方針
課題への対応

・SNSを活用した広報活動を実施する。
・マスコミ等との協力体制を確立する。
・民間企業との連携を図る。
・事業内容を充実する。

平
成
3
1
年
度
取
り
組
み
内
容

概要・目的 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催前年となるため、従前の取組に加えて、地域や団体
と連携を進めイベントの充実を図ります。

計
画
内
容

期間 通年
予算 18,458千円

目標 大会終了後の市の発展につながるなどの効果が期待される事業を推進する。

実
施
事
業
分
類

事業名 オリンピック・パラリンピック関連事業

事業概要
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機とし、大会終了後も市の発展につながるなど
の効果が期待される事業について、取組の目標・方針に基づき実施する事業のうち、スポーツへの興味関
心の向上、機運の醸成を図るものです。

具体的な案件
イベント等 オリンピック・パラリンピック関連のイベントの実施及び事前キャンプ誘致など

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 １　ライフステージに応じた生涯スポーツの推進と機会の創出
施策 （１）スポーツに親しむきっかけづくりの提供
事業 ２　多様な人に対応したスポーツ習慣のきっかけづくり

事業内容 未就学児、児童、生徒、成人、子育て層、高齢者、障がい者など多様な人を対象として、効果的な情報
発信などを行い、自発的にスポーツをする習慣を身につけられるよう普及促進に努めます。



議案第１号

4

■平成31年度事業計画の実施事業について（個別）

課題

・野球場利用不可期間の周知・利用調整
・野球場整備に係る埋蔵文化財の保護
・野球場周辺の樹木の保全
・野球場整備に係る事業費の調整

取組方針
課題への対応

・市内球場における各団体との調整により大会、市民利用に供する。
・埋蔵文化財保護を図るため、文化財担当と連携し、必要な調査を適宜実施する。
・実施設計業務において、伐採、枝払い等が必要な樹木を確認し防球ネットの配置を検討する。
・設計にあたり、必要な機能と整備水準を検討し、目標事業費に向けた調整を行う。
　また、交付金等の活用を図る。

①国府台公園野球場再整備
　〇実施設計業務
　・埋蔵文化財の試掘調査
　・解体工事の設計業務
　・観客席スタンド、人工芝フィールド、防球ネット、夜間照明等の詳細な設計
　〇解体工事（予定）
　・設計業務完了後、速やかに解体工事に着手

②国府台公園テニスコート改修工事
　・期間：平成31年6月28日まで
　・ハードコート舗装から砂入り人工芝コート舗装への改修
　・7月からの供用開始予定（総合型地域スポーツクラブの定期活動、一般利用など）

2022年（平成34年）4月に新しい野球場の供用を開始する。目標

・実施内容
等

平
成
3
1
年
度
取
り
組
み
内
容

概要・目的

①野球場の再整備工事に向けて、現況や諸条件の把握、課題の抽出等を行うとともに具体的な取り組
み等を検証し、安全・安心で良好な利用環境を備えた施設を整備することを目的に、野球場スタンド、人
工芝、防球ネット、夜間照明、スコアボード、外構等の詳細な設計を行い、工事発注に資する設計図書
を作成します。また、設計完了後速やかに解体工事に着手します。
②休場中のテニスコートの早期供用開始に向けて、ハードコート舗装から砂入り人工芝コートに改修しま

計
画
内
容

期間 設計期間：2020年（平成32年）1月31日まで　　随時解体工事に着手

予算 野球場設計委託費　80,000,000円
テニスコート改修工事費　30,000,000円

実
施
事
業
分
類

事業名 国府台公園再整備事業

事業概要 国府台公園における公園及びスポーツ施設としての機能改善、課題解消を図り、スポーツに親しむ施設を
提供します。

具体的な案件
イベント等 国府台公園（スポーツセンター）スポーツ施設の再整備の実施

主
な
基
本
計
画
の
位
置
づ
け

目標 ２　スポーツをする空間・場所の確保、充実
施策 （１）公共スポーツ施設の整備
事業 １　スポーツ施設の新設、再整備

事業内容

○国府台公園周辺
・国府台公園周辺の整備については、スポーツセンターの機能を補完していくことを目的とし、市川市北東
部スポーツタウン基本構想との連携を図り検討していきます。
・スポーツセンターについては、施設や設備改修、備品類の充実を踏まえ「安全・安心」な施設として整備
を進めていきます。また、施設率の改善に向けた整備を進めるとともに、施設の機能性向上、環境美化を
進めます。
・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けて、国や県との連携を図り、必要に応じた対応
を検討いたします。



議案第１号

5

■平成31年度事業計画の実施事業について（個別）

・実施内容
等

〇市民プール再整備市場調査等業務
　・市民プール周辺地における効果的な施設整備の提案
　・サウンディング調査：民間事業者の市場性を調査（参画意向やノウハウの活用など）
　・民間活力導入の検討・整理
　・効果的・効率的な事業推進手法の検討・評価（検討委員会で手法を審査・決定）
　・新技術の活用検討

〇市民プール周辺地の敷地条件の調査業務
　・測量及び地質調査

〇検討委員会の組織
　・効果的な事業進行・手法の検討・計画

〇実施方針や基本計画の策定
〇事業発注（基本計画に基づく）

課題
・市全体の政策的事業（事業費や実施期間等）との調整
・目標期間までの事業スケジュールの調整
・新規施設における新技術導入の検討

取組方針
課題への対応

・庁内における全体計画と整合を図り、事業スケジュールや事業規模・予算を検討する。
・実現可能なスケジュールや事業手法の精査を図る。
・新技術導入に関する調査を実施する。（ICTを活用した健康づくりや入退館管理など）

平
成
3
1
年
度
取
り
組
み
内
容

概要・目的

市民プールの老朽化や市民ニーズへの対応等を目的として再整備を実施するため、市川市北東部スポー
ツタウン基本構想を検証し、基礎情報の整理や手法等を検討することにより、効果的な事業提案を行うと
ともに、民間活力の導入可能性調査等を行い、本事業の実現性の確保に向けた調査等の実施します。
また、調査結果に基づき、事業の進め方（従来方式・民間活力を導入した方式など）を決定し、目標・
方針に基づき、効率的に事業を進めていきます。

計
画
内
容

期間 市場調査：平成31年7月19日まで　

予算 市場調査費　13,000,000円
測量・地質調査費　8,000,000円

目標 2022年（平成34年）7月に新しいプール施設・健康増進施設の供用を開始する。

実
施
事
業
分
類

事業名 北東部スポーツ施設整備事業

事業概要 市民プール及び周辺地について、施設の老朽化への対応や、多目的な活用、幅広いニーズに応える施設
として再整備を行い、市民の体力増進や健康づくり、小中学校の授業への活用を図ります。

具体的な案件
イベント等 市民プールの再整備

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 ２　スポーツをする空間・場所の確保、充実
施策 （１）公共スポーツ施設の整備
事業 １　スポーツ施設の新設、再整備

事業内容

〇新規スポーツ施設の整備
・市川市北東部スポーツタウン基本構想に基づき、既存の市民プールの方向性の検討及び関連整備など
と整合性を図り、新規施設の整備を目指します。
・市民のニーズに対応し、新規施設整備や既存施設の活用の検討を行います。
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■　国府台公園再整備基本設計について

【テニスコート】 
①供用開始できるようサーフェスの整備 
②その後周辺の児童公園や桜並木と 
合わせて環境整備を実施 
（夜間照明の設置など） 

【中央広場】（別紙） 
○イベントの活用・憩いや交流の場所として 
公園を印象付ける空間となるよう整備 
・カフェ等の新機能の導入 

【陸上競技場管理棟・スタンド】 
・管理棟の事務所機能の向上 
・利用環境の向上 
（休憩スペース・トイレ・更衣室） 
・バリアフリー化を図る 
・スタンドの利用環境向上 

【多目的広場兼臨時駐車場】 
・多目的（フットサルやグラウンドゴルフなど）に活用できる広場とする 
・中央広場と連続したオープンスペースとし、 イベントなど多用途で活用できる空間とする 
・避難場所機能に留意（芝生等の広場として整備） 
・大会時などは、駐車場として活用する 

【多目的コート】 
テニス・フットサル等 
で活用できるコートを整備 

【陸上競技場走路出入口】 
緊急車両の動線や園内との接続を
考慮する 
 

【児童公園・オープンスペース】 
・中央広場や多目的広場との接続を検討 
・子どもから高齢者のどなたでも自由に活用 
 できるオープンスペース 
・健康遊具・大型滑り台の設置 

【第1体育館】 
○建て替えによる整備として将来構想を策定 
・今後、計画・設計業務を実施し、整備内容を精査する。 
・既存の機能（体育館・柔剣道場・トレーニング室）を維持する。 
・避難所機能に留意した設備を導入（非常用電源・飲料等） 
・運動施設率に留意した規模とする 
・屋上の有効活用（テニス・フットサルで活用できるコート） 

【陸上競技場】（別紙） 
・日本陸上連盟4種公認を維持するため 
従来どおり計画的な修繕を実施 
・夜間利用の安全性向上 
（照明設備の改修） 
・雨水貯留施設の設置 

【北側園路】 
・一般車両の通行可 
・直線道路として改良 
・県道と市道を接続する 
ため、市道整備の基準に 
基づき整備する 
・高低差を考慮し、擁壁 
の設置、東側は緩やかな 
勾配をつける 

【公園全体】 
○公園機能の向上 
・緑地や休憩コーナーを整備 
・自由に活用できるジョギング・ウォーキングコースや広場を整備 
○歴史や緑を次世代に継承する 
・中央広場の下総総社跡や大ケヤキをはじめ、樹木等をできるだけ保全する 
・埋蔵文化財を保全するため、整備に合わせて試掘や調査を予定する 
・文化財や歴史等を案内する看板の設置を検討する 
○広域避難場所として、避難機能に配慮する 
・オープンスペースを確保し、避難時に活用 

【エントランス】 
・公園を印象づける魅力的な空間 
・案内、情報掲示板の設置 
・分かりやすい車両動線 

【駐車場】 
○既存駐車場を活用（全体整備後の利用を想定した規模） 
・環境に配慮し、一部植栽ブロックによる舗装を計画する。 

【南側園路】 
・一般車両の通行可 
・桜並木の保全（計画的な補植など） 
・歩行者の安全性の向上 
・環境整備（足元照明の設置など） 

【野球場】（別紙） 
○利用環境を高める機能拡大・浸水対策 
○プロ野球イースタンリーグの試合誘致の視点や、 
高校野球の公式戦が行いやすい環境等の整備 
・スタンド内緒室の改修 
・観客席の環境整備 
・グラウンドの人工芝化 
・利用環境や安全性の向上（防球ネット・照明） 
・周辺緑地を活かした整備 

【検討事項】 
・北側道路と陸上競技場の接続
や擁壁施工等を考慮し、既存児
童公園部への走路出入口の設
置を検討 
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課題
今後の設計

・憩い・集いの機能として、カフェとの一体的な空間を検討する。
・自然と人が集まる空間、コミュニティ形成の場としての工夫、仕掛け等を検討する。
・自発的な活動が生まれる場所、機能を検討する。
・舗装計画や動線計画など、基本設計内容を検証しつつ詳細な設計を行う。

■　国府台公園再整備基本設計について

対象施設

設計方針

中央広場

・各施設へのアクセスの中心となる広場として、多世代が集い、自然と交流が生まれる空間計画を行う。
・イベント活用や個人の活動、休息、集いなど多様なニーズに応える機能を設定する。（カフェ機能など）
・景観に配慮した舗装を計画するとともに、バリアフリー等に配慮する。
・歴史的景観を保全するため、大ケヤキをはじめとした既存樹を活かし、印象的なスペースを形成する。
・樹木による木陰を利用するベンチなど、休憩機能の向上を図る。
・防災機能に配慮した機能の検討（広域避難場所として、飲料水兼用耐震性貯水槽やマンホールトイレ設置）

設計内容・図面等

〇樹木保護と 
休憩機能を 
兼ねたベンチ 
 
 

〇広場 
様々な方が訪れる明るい印象となること、 
樹木による根上がりや車いすでの通行等 
に配慮した舗装とする。 
また、イベントの開催や交流の場となるよう 
整備する。 
広域避難場所の機能に配慮する。 
 

〇カフェ機能 
公園を訪れた方が集い、憩える 
空間として整備する。中央広場 
との連続性を意識し、開放的な 
空間となるよう検討を進める。 

〇多目的広場兼 
  臨時駐車場 
フットサルやグラウンドゴルフの 
ほか、多目的に活動できる 
広場とする。 
また、大会時等の駐車台数 
が多い状況に対応するため、 
臨時駐車場として活用する。 
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課題
今後の対応

・市内球場における各団体との調整により大会、市民利用に供する。
・埋蔵文化財保護を図るため、文化財担当と調整し、必要な調査を適宜実施する。
・実施設計業務において、伐採、枝払い等が必要な樹木を確認し防球ネットの配置を検討する。
・設計にあたり、必要な機能と整備水準を検討し、目標事業費に向けた調整を行う。
　また、交付金等の活用を図る。

■　国府台公園再整備基本設計について

対象施設 野球場

設計方針

・老朽化への対応や利便性の向上等を図り、スポーツ振興の中核となる施設とする。
・スタンド内諸室場は、一般利用と大会利用、プロ2軍試合等を想定し、区域設定及び平面計画を行う。
・埋蔵文化財への影響に配慮し、保護層を確保したうえで、基礎根入れ深さを設定する。
・周辺樹木に配慮し、極力伐採又は枝払いが少なくなるよう防球ネットや照明設備等を設置する。
・県道1号線へのボール飛び出しによる事故等の防止に配慮し、防球ネットの高さを検討する。
・車いす利用者用の観覧席、動線を計画するなどバリアフリーに配慮する。
・利用状況、動員数により将来にわたり段階的に整備することも視野に入れた設計とする。

設計内容・図面等

【人工芝グラウンド】 
・雨天やグラウンド整備による休場を
解消し、利用機会の拡大を図るため、
人工芝のグラウンドを整備する。 

【周辺緑地・周回路】 
・周辺の樹木はできるだけ保全する方針とし、伐
採や枝払いを行う樹木を選定する。 
・野球場の周回は、ウォーキング・ジョギングコース
として整備する。 

【防球ネット】 
・打球の飛び出しを防止するため、最大高さを 
３５ｍの計画とする。（特に事故につながる県
道側と広場側を高く設定し、１５０ｍの打球の
飛び出しがないよう検討） 

【夜間照明設備】 
・夜間での利用機会を創出する。 
・硬式野球の公式的な競技の基準を満たす計画
とする。（内野エリアの平均照度を約１２００ル
クス、外野を約830ルクス） 

【観覧スタンド】 
・メインとなるバックスタンドの観覧席は、屋根付きとする。 
（雨天や日除け機能） 
・バックスタンドや内野観覧席の1階部分は、プレーヤーが利
用する諸室場（トイレ、更衣室、控室、医務室、放送室、
本部席、ダックアウト等）を整備する。 
・埋蔵文化財の保護に配慮し、基礎深さを検討する。 

【スコアボード】 
・既存設備を活用するとともに、増設モニターを設
置し、選手名の表示など機能の拡充を図る。 
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課題
今後の設計

・隣接して建設予定のカフェ等の憩い・集いの空間との連続性を検討する。
・管理棟内での供用区域や管理体制を踏まえた平面計画を検討し詳細な設計を行う。
・多目的に活用できる室場の機能を検証し、規模や必要な機能・設備等の検討を行う。

■　国府台公園再整備基本設計について

対象施設 陸上競技場管理棟

設計方針

・老朽化への対応や機能性の向上、バリアフリー化等を図る。
・陸上競技場へ抜ける明るく開放感のある設計計画とする。
・既存施設の機能としてある総合型地域スポーツクラブの事務所機能を維持する。
・公園のメイン広場である中央広場と面する施設として、集い・憩いの空間となるよう計画する。
・管理棟と一体化した屋内の観覧席により、雨天時の待機や日除け場所を設ける。
・会議のほか、競技場利用者や総合型クラブ会員の集い・憩いなど多目的に使用できる室場を整備する。

設計内容・図面等

観覧スタンド 

2階部分 
（中央広場接続フロア） 

1階部分 
（競技場本部席） 

観覧スタンド 

【1階部分（中央広場接続フロア）】 
・中央広場と接続するフロアは、憩い・集いの空間としての機
能を計画する。 
・現況の総合型地域スポーツクラブであるＩＳＧ国府台の事
務所機能、トイレ機能を維持する。 
・新規機能として、会議室や集いの場、ラウンジ機能など多用
途で使用できる部屋を2部屋、屋内から観覧できるスペースを
設ける。 
・新設予定のカフェ機能との連携を図る。 

【地下部分（競技場本部席）】 
・本部席や放送室の機能を残す。 
・新規機能として更衣室、トイレ、医務室を設ける計画とする。 



報告第2号■平成30年度事業の進捗状況について（総括）
※基本計画事業の位置づけ：太枠網掛部＝重点事業、太枠のみ＝基礎的事業《課題》

目標 施策 事業
2 （1） 1
2 （1） 2
2 （2） 2
2 （2） 4
5 （2） 1

2 市民プール管理運営事業
市民のスポーツ振興と体力づくりの推進を図るとともに、市民生活の向上のた
め、子どもから大人まで泳げる憩いの場として利用できる総合プールを提供しま
す。

2 （1） 1

3 運動広場管理運営事業

市内に運動・スポーツ広場が不足している現状を踏まえ、地域空間の利用、活用
の観点から地域で運動の出来る場を提供することにより、地域住民も含めたス
ポーツ活動の場とするとともに、青少年、一般市民のスポーツ推進に寄与しま
す。

2 （1） 2

4 市民キャンプ場管理運営事業
自然の中での様々な体験、運動ができる野外活動施設であり、キャンプ、レクリ
エーションなどの活動を行う施設を提供します。

2 （1） 1

5 北市川運動公園管理運営事業
市民の健康維持と地域スポーツ活動の発展のために、身近でスポーツを楽しめる
施設を提供します。

2 （1） 1

6 スポーツ推進団体補助金交付事業
少年野球・女子フットベースボールを通して、青少年の健全育成及び、それらを
推進する団体を支援することでスポーツの推進を図ります。

3 （2） 2
（交付実績）
○市川市少年野球連盟活動費補助金の交付　630千円
○市川市女子フットベースボール活動費補助金の交付　130千円

（効果）
団体活動の活性化

・補助金額や団体活動の実態を的
確に捉え、適正な交付を実施して
いく

2 （2） 2

6 （2） 3

2 （1） 1

3 （2） 3

6 （2） 3

9 国府台公園再整備事業
国府台公園における公園及びスポーツ施設としての機能改善、課題解消を図り、
スポーツに親しむ施設を提供します。

2 （1） 1

（成果）
・国府台公園の基本計画図案の作成
・国府台公園の再整備基本設計図書の作成（詳細調整中）
（進行中）
・国府台公園テニスコート改修工事の実施

（課題）
・埋蔵文化財の保護に関する調整
・事業予算の調整
・テニスコート供用再開の準備

・国府台公園野球場再整備実施設
計業務委託の実施
・テニスコート改修工事の実施
・テニス供用再開の手続き（シス
テム準備・利用者周知）

1 （1） 2
1 （2） 1
1 （2） 2
1 （2） 3
1 （3） 1
1 （1） 2
1 （2） 1
3 （2） 2
6 （2） 1
6 （2） 4
1 （1） 2
1 （2） 1
1 （4） 1
2 （2） 5
4 （1） 3

10

今後の対応・方向性等

・修繕等の実施
・修繕計画の作成
・受付窓口のLINE Pay導入準備
（運営体制の確立と利用者周知）
・使用料条例改正の周知・統計資
料等の改訂
・施設予約の制度見直し（市民優
先度・コマ数制限・無断キャンセ
ルへの対応等）の検討
・北東部スポーツ施設整備事業と
して、市民プールの再整備を実施

・経年劣化している備品の更新等
計画的な購入を実施していく

・老朽化している施設の計画的な
改修工事の実施
・利用環境（安全性や利便性）に
課題のある施設の計画的な改修工
事の実施

・ニーズを的確に捉えたイベント
や教室内容を検討する

・補助金額や団体活動の実態を的
確に捉え、適正な交付を実施して
いく

・ニーズを的確に捉えたイベント
内容等を検討する

効果・課題等

（効果）
・利用環境（安全性・利便性
　など）の向上

（課題）
・老朽化した施設の修繕計画の
　立案
・受付窓口のLINE Pay導入準備
・使用料条例改正に係る対応
・個人開放日の検討

（効果）
・利用環境の改善による安全性や
　利便性の向上
・事務作業効率化と適正化

（効果）
・利用環境の向上
（課題）
・計画的な改修工事に実施

（効果）・機会創出と関心の向上
・市民活動の活性化と交流・憩い
の機会の提供
（課題）②指導者の確保
　　　　③教室効果の活用

（効果）
団体活動の活性化

（課題）
イベントや教室等の参加者の確保

○スポーツ施設の管理・運営
○管理運営方法等の見直しや改善
　・施設受付や利用方法
　・年間予約の調査・調整
○老朽化施設・設備の環境整備・機能向上
（大規模修繕の実施）・国府台市民体育館南側外壁修繕
　　　　　　　　　　・福栄スポーツ広場トイレ便器交換修繕
・小破修繕の実施
○北東部基本構想に基づく施設方針の設定
　・基本構想（改訂版）の策定
　・市場調査等業務委託の実施

1 スポーツ施設管理運営事業

市民の健康維持と地域スポーツ活動の発展のために、身近でスポーツを楽しめる
施設を提供します。また、施設の環境整備や機能向上に取り組むとともに、管
理・運営方法等を必要に応じて見直し、利用満足度を高め、利用状況の向上を図
ります。

12 スポーツ推進委員活動事業
地域住民のニーズを踏まえたスポーツ教室を各地区で実施するとともに、スポー
ツ推進のためのコーディネーター及び推進役として活動を行います。

11 体育協会補助金交付事業
本市におけるスポーツ団体を統轄し、これを代表する団体である体育協会として
県民体育大会・市民体育大会などを通じて、競技力の向上や市民のスポーツ振興
を図ります。

No. 実施事業・業務 事業概要
基本計画事業位置づけ

取り組み内容の実績・成果・ポイント

10 スポーツ推進事業
各種イベント及びスポーツ教室を公益団体（市川市体育協会や総合型地域スポー
ツクラブなど）と協力して開催します。

8 スポーツ施設整備改修事業
スポーツ施設の機能改善による「安全・安心」な施設を提供するとともに、ス
ポーツ拠点施設の再整備・充実による競技力向上及びスポーツ機会の創出を図り
ます。

7 スポーツ施設等備品購入事業 スポーツ拠点施設に、より充実した運動用具を提供します。

（購入実績）
○福栄スポーツ広場ソフトボール用備品（ラインカー・巻尺）
○市民プール用備品（コースロープ・監視台・プリンター）
○耐火金庫（信篤・北市川運動公園）
○簡易水洗式トイレ（キャンプ場・妙典少年野球場）
（実施）①中国分スポーツ広場施設撤去工事
　　　　②福栄スポーツ広場改修工事
　　　　③市川市塩浜市民体育館武道場等空気調和設備改修工事
　　　　④市川市信篤市民体育館平屋部屋上防水等改修工事
（進行中）⑤福栄スポーツ広場管理棟用具庫トイレ化工事

（実績）
①下総・江戸川ツーデーマーチの開催
②市民スポーツ教室（行事教室）の負担金交付　2,250千円
③市民スポーツ教室（定期教室）の負担金交付　1,400千円

（交付実績）
・体育協会補助金の交付　9,000千円
　元旦マラソンの実施

（実施中）・市内13地区による軽スポーツ教室の実施
　　　　　・研修会の実施



報告第2号■平成30年度事業の進捗状況について（総括）
※基本計画事業の位置づけ：太枠網掛部＝重点事業、太枠のみ＝基礎的事業《課題》

目標 施策 事業
今後の対応・方向性等効果・課題等No. 実施事業・業務 事業概要

基本計画事業位置づけ
取り組み内容の実績・成果・ポイント

1 （4） 1

2 （2） 3

2 （2） 6

5 （2） 2

1 （2） 2

1 （2） 3

6 （1） 1

6 （2） 1

2 （2） 5
3 （1） 1
3 （1） 2
3 （1） 3
3 （2） 1
4 （1） 2
4 （1） 4
4 （1） 5

17 夢の教室関連事業

市川市の持続的な発展の基盤となる次世代の子どもたちに対して、トップアス
リートと触れ合う機会を提供します。

1 （3） 1
○夢の教室の実施
（実績）小学校　10校、中学校　９校、公募型　1回
（予定）公募型　1回

（効果）
・「夢・目標を持つこと」、「努
力すること」等を大切だと感じる
児童生徒の増加
・オリンピック・パラリンピック
の機運醸成
（課題）
・公募型における参加者数の確保

公募型の広報・周知方法の検討

1 （1） 2

2 （2） 3

4 （1） 5

2 （2） 3
3 （2） 4
4 （1） 1
4 （1） 2
4 （1） 3
6 （2） 2
1 （1） 1
3 （2） 3
4 （1） 1
5 （1） 1
5 （2） 1
6 （2） 4
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（効果）
競技力の向上・スポーツ振興
（課題）
青少年スポーツ国際交流事業のそ
の他種目の検討

（効果）
・健康保持・増進意欲の向上
・スポーツ実施率の向上
・地域の活性化
（課題）
・加入者の確保
・自主運営に向けた歳入確保

（効果）
スポーツ・オリパラへの興味関心
の向上
（課題）
企画課事業の組替による事業拡大

（課題）
・講習参加者の拡大
・資格取得者の活動の場の確保

（効果）
・各イベントの周知と多数の参加
応募によるスポーツの普及
（課題）
・見やすいweb案内等HPの更新

・ニーズを的確に捉えたイベント
内容等を検討する

他団体・各施設の利用状況を鑑み
つつ検討する。

・スポーツ大会派遣参加費用の補
助は継続的に実施
・国際交流事業についてはあり方
を検討する

活動・普及等の広報活動支援

①地域の行事として、地域住民主
動による開催並行していく
②他種目による開催の検討を進め
る
・企画課との連携を図り実施

・資格の効果的な周知
（イベント時などに資格取得者の
活動と資格の周知を行い、興味・
関心を高めるなど）
・ニーズを把握した講習会の検討

・イベントや教室等の周知を継続
して実施
・施設案内・事業案内等のわかり
やすいＨＰへ更新していく

（効果）
健康、体力づくりの意識向上
（課題）
参加者の確保及び障がい者スポー
ツ推進と関係課との連携
（効果）
・スポーツする機会の提供
・健康保持・増進意欲の向上
・スポーツ実施率の向上
（課題）
・教室数の確保

13 市民スポーツ振興事業
市民が各種スポーツや軽スポーツ、レクリエーションの体験を通じて、健康保
持、増進意欲及び活動意識の向上を図り、スポーツ実施率の向上を図ります。

14 健康スポーツ教室事業

市民の健康づくりやスポーツに親しむ機会を提供するため各種健康スポーツ教室
を実施します。

20 スポーツに関連する情報提供業務

19 スポーツ指導者育成事業

指導者の養成・確保、総合型地域スポーツクラブ指導者の育成及びスポーツ推進
委員の資質と指導力の向上を図り、スポーツ振興と競技力向上及び生涯スポーツ
社会の実現を目標として、市川市公認スポーツ指導者養成講習会を開催します。

18 オリンピック・パラリンピック関連事業

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に際し、これまで行わ
れてきた「する」スポーツだけでなく、「みる」、「ささえる」スポーツの側面
から、スポーツへの興味関心の向上、機運の醸成を図ります。また、J:COM北市
川スポーツパーク等を活用し、地域を捲き込みながら、トップアスリートを招い
てのスポーツ体験など、子どもから高齢者まで楽しめるイベントの開催を行う。

16 総合型地域スポーツクラブ育成事業

市民が各種スポーツやレクリエーションを通じ、健康の保持・増進意欲の向上及
び、スポーツ実施率の向上や地域の活性化を図ります。また、市内に4つ目のク
ラブ設立に向けて検討を進めます。
（総合型地域スポーツクラブ）・市川スポーツガーデン国府台（ＩＳＧ国府台）
・市川スポーツガーデン塩浜（ＩＳＧ塩浜）・北市川スポーツクラブ（ＮＩＳ
Ｃ）

15 スポーツ大会等派遣参加費用補助金
スポーツ振興を目的に市民等を対象に、関東大会や全国大会への出場（派遣）や
国際交流を目的とした大会等に派遣する費用の一部を助成することで、競技力の
向上及びスポーツ振興の推進を図ります。

スポーツに関連する施設情報、各種教室やイベント、関連団体や関連部署等の情
報を集約し、充実したwebページの作成を進めます。また、市民参加型のイベン
ト等においては、イベントポータルサイトやチラシ・ポスターの作成など、効果
的な情報提供を行い、参加機会の創出を図ります。

（実績）
・市川市公認スポーツ指導者養成講習会の実施
・市川市公認スポーツ指導者（ジュニアスポーツ指導員）
  養成講習会の実施
・スキルアップ講習会の実施

（実績）
・イベント情報の周知
・教室・講習会情報の周知
・関連団体・活動の周知

（実績）
・ファミリーデイキャンプの実施
・みんなでスポーツの実施
・障がい者軽スポーツ教室の実施

○健康スポーツ教室の拡充
（実績）第1期健康スポーツ教室
（実績）第2期健康スポーツ教室
（実施中）第3期健康スポーツ教室

○スポーツ大会派遣参加費用の補助
・卓球・野球・バドミントン・空手の団体へ交付（10件）
○青少年スポーツ国際交流事業のあり方の検討と見直し・調整
・サッカー（ブラジル・ドイツ）

○北市川スポーツクラブ（NISC）の運営支援
○市川スポーツガーデン（ISG）国府台・塩浜の支援
○クラブ間での連携強化（イベント実施等の検討・調整）
○活躍の場・市事業との連携強化

（実績）
①いちかわスポーツフェスタの開催
②する・みる・ささえるスポーツ事業（ラグビー関連）の実施
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■平成30年度事業の進捗状況について（個別）

○写真

効果や課題など
・市民の健康、保持増進
・参加者の確保
・走路の安全確保

今後の対応・
方向性など

・申込方法の検討
・走路の交通量調査を実施し、結果をもとに整理員の増員等を検討

取
り
組
み
内
容

概要・目的
第69回目となり、長い歴史があり、全国的にも誇れる本市恒例の新春行事となっている。多くの市民に親
しまれ、現在は参加者が自分の体力に適したコース（１０ｋｍ、５ｋｍ、２ｋｍ（ファミリーを含む）、
ウオーキング）を選び、健康・体力づくりに主眼をおいた大会として開催している。

実
績

日時 平成31年1月1日（祝）　午前9時から午前11時
場所 市川市スポーツセンター周辺

参加人数 802名

・実施内容
・成果
・写真
　など

○実施内容

実
施
事
業
分
類

事業名 スポーツ推進事業

事業概要 各種イベント及びスポーツ教室を公益団体（市川市体育協会や総合型地域スポーツクラブなど）と共催
し開催します。

競技種目
・10km男子（高校生～39歳以下）・（40歳～59歳以下）・（60歳以上）
・10㎞女子 （中学生～39歳以下）・（40歳以上）
・5㎞男子 　（中学生～39歳以下）・（40歳～59歳以下）・（60歳以上）
・5㎞女子　　（中学生～39歳以下）・（40歳以上）
・2㎞男子　　（30歳以上）
・2㎞女子　　（中学生）・（一般（高校・大学生を除く）
・ファミリー2㎞（小学4年生～6年生と保護者2人1組）
・ウォーキング4㎞　（小学4年生以上）

具体的な案件
イベント等 市川市民元旦マラソン

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 １　ライフステージに応じた生涯スポーツの推進と機会の創出
施策 （２）ライフステージに応じたスポーツの推進
事業 １　生涯スポーツイベントの充実

事業内容
現在行われている「みんなでスポーツ」「下総・江戸川ツーデーマーチ」などのイベントや市民スポーツ教室、
スポーツ推進委員地区活動などについて、情報発信や活動内容を充実させていくことで、参加者の増加を
図ります。
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■平成30年度事業の進捗状況について（個別）

対象：小学5年生、中学2年生、特別支援学校児童生徒
教室前半の35分は、ゲーム・レクリエーション形式の授業を行い、目的達成のために仲間と協力すること、
相手を思いやることの大切さを伝える。
後半の55分（中学校は60分）は、講師の体験談を基にした夢についての講義・トーク形式の授業を行
い、夢を持つことの素晴らしさ、それに向かって努力することの大切さを伝える。
また、年に2回、市内の小学5・6年生とその保護者を対象に参加者を公募し、親子で参加できる夢の教
室を実施している。構成は学校で行っているものと同じである。

○写真

効果や課題など ・授業後に「夢を持ちたい」と思う子供の増加
・公募型教室の周知、参加者の確保

今後の対応・
方向性など 子供たちの積極性や協調性、将来への希望等、豊かな心を育むことを目的として実施する。

取
り
組
み
内
容

概要・目的
市内の小・中学校等にオリンピック・パラリンピックなどの大舞台を経験したトップアスリート等を派遣し、集団
ゲームなどによるふれあいや自身の経験談を語ってもらうなどして、仲間と協力すること、夢を持つことの大切
さ、それに向かって努力しようとする意識や態度を育み、青少年の育成を推進すること。

実
績

日時 市立小・中学校、特別支援学校：平成30年5月から平成31年3月
公募型イベント：平成30年5月6日（日）・平成31年3月21日（祝・木）両日午前10時から午前

場所 市立小・中学校19校、須和田の丘特別支援学校、国府台市民体育館
参加人数 約2,500人

・実施内容
・成果
・写真
　など

○実施内容

実
施
事
業
分
類

事業名 夢の教室関連事業

事業概要 市川市の持続的な発展の基盤となる次世代の子どもたちに対して、トップアスリートと触れ合う機会を提供
します。

具体的な案件
イベント等 夢の教室

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 １　ライフステージに応じた生涯スポーツの推進と機会の創出
施策 （３）子どもの体力向上と体育の充実
事業 １　青少年向けのスポーツ教室の充実　　

事業内容 市で既に実施している市民スポーツ教室やコミュニティクラブ事業について、市民のニーズの把握や総合型
地域スポーツクラブとの連携などによって、事業の充実を図ります。
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■平成30年度事業の進捗状況について（個別）

効果や課題など
・障がい者へのスポーツが出来る場所の提供
・参加者の確保
・有資格の指導者の確保

今後の対応・
方向性など 関連部署と連携を取りながら、参加者の確保及び指導者の確保に努める

取
り
組
み
内
容

概要・目的
障がいのある方にスポーツに親しむ機会を提供するとともに、健康・体力の保持と増進を図ることを目的とし
て、軽スポーツを中心とした全6回の教室を開催。また、3月9日には、東京2020パラリンピック競技大会
に向けての機運醸成を兼ねて、車イスバスケの体験等ができるイベントを開催。

実
績

日時 教室：6月～12月の13時30分から15時まで全6回　パラレクスポーツデー：平成31年3月9日（土）
場所 教室：国府台市民体育館　　パラレクスポーツデー：塩浜市民体育館

参加人数 教室：25人　　パラレクスポーツデー：105名

【軽スポーツ教室】
　内容　：　ストレッチ体操・ペタンク・ビーンボウリング・ふうせんバレー　等

【パラレクスポーツデー】
　内容　：　車イスバスケットボール・ボッチャ・フライングディスク・輪投げ・マグネットダーツ　等

・実施内容
・成果
・写真
　など

○実施内容

実
施
事
業
分
類

事業名 市民スポーツ振興事業

事業概要 市民が各種スポーツや軽スポーツ、レクリエーションの体験を通じて、健康保持、増進意欲及び活動意識
の向上を図り、スポーツ実施率の向上を図ります。

障がい者軽スポーツ教室における浮遊スカーフ パラレクスポーツデーにおける車イスバスケ体験

○写真

具体的な案件
イベント等 障がい者軽スポーツ教室・パラレクスポーツデー

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 １　ライフステージに応じた生涯スポーツの推進と機会の創出
施策 （４）障がいのある人のスポーツの推進
事業 １　障がい者スポーツの推進　

事業内容
障がい者のスポーツイベントや軽スポーツなどを体験する教室を開催します。障がい者と健常者が一緒に
なった取り組みへ展開することも検討するとともに、ｗｅｂサイトを充実させる等情報発信を進め、障害者
のスポーツ機会の充実を図ります。また、障がい者の視点に立った指導者の育成の推進を図ります。
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■平成30年度事業の進捗状況について（個別）

①トップ選手の試合を見に行こう（みるスポーツ）
ラグビートップリーグ所属クボタスピアーズ協力のもと、特別優待価格（大人1,000円、高校生以下無
料）にて、ジャパンラグビー トップリー　グリーグ2018-2019戦総合順位決定トーナメン（クボタスピアーズ
対サントリーサンゴリアス）の観戦
②第12回市川市ラグビーフェスティバル（するスポーツ・ささえるスポーツ）
・ラグビートップリーグ所属クボタスピアーズによるラグビー体験会
・クボタスピアーズの母体である、株式会社クボタの企業紹介ブース
・和洋女子大学による、選手の身体づくりに役立つコンビニの利用方法や手間をかけずに栄養補給をする
ポイントについてのブース

○写真

効果や課題など
・オリンピック・パラリンピック、ラグビーワールドカップへの機運醸成
・参加者数の確保
・協力団体との連携

今後の対応・
方向性など ラグビーフットボール以外の種目においても事業の実施を検討していく。

取
り
組
み
内
容

概要・目的 2020東京オリンピック・パラリンピックの開催に際し、これまで行われてきた「する」スポーツだけではなく、「み
る」、「ささえる」スポーツの側面からスポーツへの興味関心の向上、機運の醸成を図るもの。

実
績

日時 ①平成30年12月1日（土）、②平成31年3月17日（日）午前10時から午後1時
場所 ①秩父宮ラグビー場（住所：東京都港区北青山2-8-35）　②市川市スポーツセンター

参加人数 ①136名　②624名

・実施内容
・成果
・写真
　など

○実施内容

実
施
事
業
分
類

事業名 オリンピック・パラリンピック関連事業

事業概要

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に際し、これまで行われてきた「する」スポーツだけでな
く、「みる」、「ささえる」スポーツの側面から、スポーツへの興味関心の向上、機運の醸成を図ります。また、
J:COM北市川スポーツパーク等を活用し、地域を捲き込みながら、トップアスリートを招いてのスポーツ体験
など、子どもから高齢者まで楽しめるイベントの開催を行う。

具体的な案件
イベント等 する・みる・ささえるスポーツ事業

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 １　ライフステージに応じた生涯スポーツの推進と機会の創出
施策 （１）スポーツに親しむきっかけづくりの提供
事業 ２　多様な人に対応したスポーツ習慣のきっかけづくり

事業内容 未就学児、児童、生徒、成人、子育て層、高齢者、障害者など多様な人を対象として、効果的な情報
発信を行い、自発的にスポーツをする主幹を身につけられるよう普及促進に努めます。
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■平成30年度事業の進捗状況について（個別）

・市川市公認スポーツ指導者養成講習会（平成30年5月20日から8月20日まで）：参加者20名
　　　取得可能資格：市川市公認スポーツ指導者資格（15名取得）
　　　　　　　　　　　　　(公財)日本スポーツ協会公認スポーツリーダー（15名取得）
・ジュニアスポーツ指導員養成講習会（平成30年12月から3月3日まで）：参加者7名
　　　取得可能資格：(公財)日本スポーツ協会公認ジュニアスポーツ指導員（検定試験合格者7名）
・スキルアップ講習会（平成31年度3月10日）：参加者22名
　　　市公認スポーツ指導者資格の保有者を対象とした講習会
○写真

効果や課題など ・参加者の確保
・講習会修了者の活躍の場の提供

今後の対応・
方向性など

・講習会の開催について周知を強化し参加者を確保する。
・ジュニアスポーツ指導員養成講習会は、参加者が少数のことから、来年度は過年度受講者で未修了科
目のある者のみを対象として実施し、事業の見直しを図る。

取
り
組
み
内
容

概要・目的 スポーツ指導者の確保と資質や指導力の向上させ、本市のスポーツ振興と競技力向上を図るべく、スポー
ツ指導の基本を学ぶことができる講習会を実施するもの。

実
績

日時 平成30年5月20日～平成31年3月10日
場所 男女共同参画センター・国府台市民体育館・I-linkルーム

参加人数
市川市公認スポーツ指導者養成講習会　受講者20名
ジュニアスポーツ指導員養成講習会　受講者7名
スキルアップ講習会　受講者22名

・実施内容
・成果
・写真
　など

○実施内容

実
施
事
業
分
類

事業名 スポーツ指導者育成事業

事業概要
指導者の養成・確保、総合型地域スポーツクラブ指導者の育成及びスポーツ推進委員の資質と指導力
の向上を図り、スポーツ振興と競技力向上及び生涯スポーツ社会の実現を目標として、市川市公認ス
ポーツ指導者養成講習会を開催します。

具体的な案件
イベント等 市川市公認スポーツ指導者養成講習会

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 ４　スポーツを支える人材の育成・確保
施策 （１）スポーツ指導者の育成と確保
事業 １　市川市公認スポーツ指導者制度の推進

事業内容 「市川市公認スポーツ指導者制度」を本市の基本的なスポーツ指導者の資格とし、既存スポーツ指導者
や新たな人材に資格取得のＰＲを行い、スポーツ指導者の発掘・育成を行います。
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■平成30年度事業の進捗状況について（個別）

・ボディコンディショニング教室
・初級者のエアロビクスダンス教室
・初心者のヨガ教室
・リラックスヨガ
・アクアビクス教室

○写真

効果や課題など
・市民の健康保持増進
・参加者の確保
・夏季の熱中症対策

今後の対応・
方向性など

・市民ニーズに対応した、種目の検討。
・国府台市民体育館・塩浜市民体育館にて実施していた教室は総合型地域スポーツクラブへ運営を移
管しており、信篤市民体育館で実施している教室の今後の運営体制について検討していく。

取
り
組
み
内
容

概要・目的 だれもが気軽に参加できる「スポーツ教室」を開設し、スポーツレクリエーションへの関心を高めるとともに、継
続的な運動習慣の提供を図ることを目的とする。

実
績

日時 平成30年4月～平成31年３月
場所 信篤市民体育館

参加人数

・実施内容
・成果
・写真
　など

○実施内容

実
施
事
業
分
類

事業名 健康スポーツ教室事業

事業概要 市民の健康づくりやスポーツに親しむ機会を提供するため各種健康スポーツ教室を実施します。

具体的な案件
イベント等 健康スポーツ教室

主
な
基
本
計
画
の

位
置
づ
け

目標 １　ライフステージに応じた生涯スポーツの推進と機会の創出
施策 （２）ライフステージに応じたスポーツの推進
事業 ２　健康増進イベントの推進

事業内容 市民の健康意識の向上を図るために、体力測定などを行うイベントの実施や、栄養指導など健康に関す
るアドバイスなどができる体制の構築を検討します。
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